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緒　言

　人々の well-being（幸福）を担保するには、記憶
機能や判断力、学力といった認知機能のみならず、

社会性や感情の制御能、忍耐力といった非認知能力

も重要だと考えられている。事実、非認知能力が、

収入などの社会経済的な健康に関与する可能性が示

されている1）。非認知能力を高める方法として、運

動・スポーツが注目されているが2-7）、どのような

運動・スポーツが、どのような非認知能力の向上に

有効であるかについては、不明な点が多い。これら

を明らかにすることは、非認知能力の向上を通じた

人々の well-beingに資する運動・スポーツの提案に
つながりうる。

　非認知能力の内、長期的な目標達成に必要な忍耐

力や情熱と定義される「Grit」は8）、挑戦的な行動や、

逆境の中での努力の継続に要する力と想定されてい

る9）。これは、他のことに気を取られず目標に集中

するといった“興味の一貫性”や、困難なことを投

げ出さないといった“努力の粘り強さ”が、Gritの
構成要素となっているからである。これまでに、

Gritが学業成績やスポーツ・仕事上での成功に関わ
る可能性が示されていることから10-13）、人々の well-
beingに関わる重要な機能だといえる。
　これまでに、質問紙調査で得られた Grit得点と
日常的な運動量との正の関係や14-16）、運動に向かう

意欲と Gritの関連について報告されている17）。こ

のことから、日常的な身体活動が、人々の Gritと
関連する可能性が伺える。一方で、長期的な運動介

入が子どもの Gritの育成に影響を及ぼさなかった
結果も報告されていることから18）、運動効果の詳細

を明らかにすることが、人々の Gritを高める運動・
スポーツ活動を考える上で必要である。

　非認知能力には性差があり、男性に比べて女性の

方が高い Gritを有することが報告されている16,19）。

運動が非認知能力に及ぼす効果のメカニズムについ

ても性差があると示唆されていることから20）、Grit
と運動・スポーツ活動の関係における性差を明らか
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にすることが、Gritを高める運動・スポーツ活動の
開発に求められる。

　そこで本研究では、大学生を対象として、習慣的

な運動量と Gritの関係、その性差を質問紙調査に
より検討し、Gritを高める運動・スポーツ活動の手
がかりを得ることを目的とした。

方　法

対象

　G大学に在籍し、本研究の目的・内容に同意した
大学生 752名から、性別、年齢に加えて、週に 1度
International Physical Activity Questionnaire短縮版
（IPAQ-SF）21）を用いた日常的な活動量調査への回答

を得た。3ヶ月間（2020年 10月初旬～2021年 1月
初旬）継続して回答を得た後、日本語版 Grit尺度
へも回答を得た22）。全ての回答に欠損や不備がな

かった 422名（男性：250名、女性：172名）を対
象とした。

質問紙調査

　被験者の自己認識的な運動習慣ならびに Gritを、
質問紙により調査した。

　①習慣的な運動量の調査
　IPAQ-SFを用いて、1週間ごとに被験者の日常的
な活動量を、低強度（歩行）、中強度、高強度と、

強度ごとに分けて調査した。中強度運動を「身体的

にやや負荷がかかり、少し息がはずむような活動」、

高強度運動を「身体的にきついと感じるような、か

なり呼吸が乱れるような活動」と定義して、被験者

から回答を得た21）。各強度での 1日あたりの運動時
間、1週間あたりの日数を調査し、1週間あたりの
各強度での運動量（MET-minutes/week）を、以下
のように算出した。

　・ 歩行（Walking）：MET-minutes/week＝3.3×歩
行時間 /日×日数 /週

　・ 中 強 度（Moderate）：MET-minutes/week＝4.0
×中強度運動時間 /日×日数 /週

　・ 高 強 度（Vigorous）：MET-minutes/week＝8.0

×高強度運動時間 /日×日数 /週

　また、歩行と中強度、高強度運動量の 3つの合計
を、1週間の総運動量（total）として扱った。1週
間ごとの活動量を用いて算出された 3ヶ月間の平均
値（各強度並びに総運動量）を統計解析に用いた。

この値を用いて、IPAQのガイドラインに従い、高
身体活動と中身体活動にカテゴライズされる被験者

を活動的（active）、低身体活動にカテゴライズされ
る非活動的（inactive）に分けた。座位時間（sitting 
time）については、1週間ごとにその時間（分 /日）
の回答を得て、3ヶ月間の平均値を統計解析に用い
た。

　② Gritの調査
　日本語版 Grit尺度22）を用いて、自己認識的な

Gritを評価した。運動・スポーツ活動の前後に調査
する。この質問紙調査は全 12問で構成されており、
回答はいずれも「全く当てはまらない（1点）」「あ
まり当てはまらない（2点）」「少し当てはまる（3
点）」「かなり当てはまる（4点）」「非常に当てはま
る（5点）」の 5件法で求めた。逆転項目では、配
点を逆転させ得点をつけ、因子ごとの得点を算出し

た。

統計処理

　グループの比較をカイ二乗検定、Student’s t-test
もしくは共分散分析で解析した。共分散分析では、

年齢を共変数として Bonferroni post-hoc testにより
群間を比較した。また、強制投入法を用いた重回帰

分析により、Gritと習慣的な運動量の関係を解析し
た。性別（女性を 1、男性を 2とした）、年齢、歩
行運動量、中強度運動量、高強度運動量、総運動量

並びに座位時間を変数として投入した。統計解析を

SPSS ver. 27.0.（SPSS Inc., Chicago, IL）もしくは
Prism 9（GraphPad Software社）で実施し、有意水
準を 5％未満とした。
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結　果

解析対象学生の特性

　解析対象となった学生の年齢、習慣的な運動量、

日常的な活動性を総計、並びに男女別で表 1に示し
た。年齢、総運動量、歩行運動量、中強度運動量、

座位時間に有意な差はなかったが、高強度運動量に

ついては、女性に比べて男性の方が有意に多かった

（p＜0.001）。日常の活動性について、activeに該当
する男性は 107名、女性は 71名、inactiveに該当
する男性は 143名、女性は 101名で、activeと inactive
の比率に男女差は無かった。

日常の活動性、性別とGrit

　解析対象となった学生の Gritは、性別と日常の
活動性により有意に異なっていた（図 1；性別の主
効果：F（1,418）＝10.53、p＜0.01；日常の活動性の主効
果：F（1,418）＝4.62、p＜0.05）。学生の Gritに及ぼす
性別と日常の活動性の交互作用は確認されなかった

（交互作用：F（1,418）＝0.09、p＝0.77）。

習慣的な運動量とGrit の関連

　解析対象学生全体での解析では、性別と高強度で

の運動量が、Gritに有意な影響を与えていることが
示された（gender: VIF＝1.06, standardized β＝－0.128, 
p＝0.010; vigorous intensity activity: VIF＝1.11, 
standardized β＝0.172, p＜0.001）。男性のみで解析
したところ、高強度での運動量のみが、Gritに有意

な影響を与えていることが示された（VIF＝1.13, 
standardized β＝0.216, p＝0.001）。一方、女性のみ
での解析では、Gritに有意な影響を与えている要因
はみられなかった。

考　察

　本研究では、質問紙調査を用いて、大学生の習慣

的な運動量と Gritの関連、その性差について検討
した。その結果、日常の活動性や性別が Gritに影
響を及ぼすこと、男性では高強度での運動量が Grit
と関連する一方、女性では Gritと有意に関連する
運動強度がみられないことが、明らかとなった。

　日常的な運動量を男女で比較すると、総運動量、

表１　解析対象学生の特性の男女比較

Overall Male Female p

n（％） 422（100） 250（59.2） 172（40.8）
Age 18.76± 0.71 18.83± 0.78 18.65± 0.57 0.069 a

Average of Physical activity（MET-minutes/week）
Total 1221.90± 1235.13 1304.06± 1333.52 1102.50± 1068.78 0.077 b

Walking 428.73± 526.21 398.36± 532.31 472.87± 515.56 0.244 b

Moderate intensity 261.55± 381.48 255.04± 346.12 271.02± 428.59 0.648 b

Vigorous intensity 531.62± 832.25 650.67± 906.32 358.61± 677.01*** ＜0.001 b

Sitting time（m/day） 489.10± 180.83 477.93± 190.29 505.33± 165.33 0.096 b

Active/Inactive（％） 178/244（42.2/57.8） 107/143（42.8/57.2） 71/101（41.3/58.7） 0.756 C

　Data are presented as N or mean±SD.  **p＜0.01, ***p＜0.001 vs Male.
　a Student's t-test, b ANCOVA with age as covariates (Bonferroni post-hoc test), c Chi-squaret test.

図１　活動性と性別ごとの大学生の Gritの比較
Values are mean±SD.
** p＜0.01: main effect of gender, # p＜0.05: main effect 
of activity levels.
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歩行運動量、中強度運動量、座位時間では有意な差

がなく、高強度運動量のみで有意な差が見られた

（表 1）。これまでに総運動量や中強度の運動量は女
性に比べて男性で多いことや、歩行運動量は男性に

比べて女性で多いことが報告されており23,24）、これ

らは本研究の結果と異なる。本研究は、COVID-19
禍の渦中で実施された。本研究の解析対象者の運動

量が COVID-19禍以前と現在を比較して、どのよ
うに変化したのかについては調査できていないもの

の、被験者の身体活動が制限されていたことが、総

運動量や中強度運動量、歩行運動量に男女差がみら

れなかった原因と考えられる。

　身体活動が制限されたと考えられる COVID-19
禍の渦中においても、日常の活動性が大学生の高い

Gritを保証する可能性が、本研究の結果で示された
（図 1）。習慣的な運動量と Gritの関連は、これまで
にも示されており14-16）、本研究でも同様のことが確

認された。これは、COVID-19禍においても身体活
動量を確保することの意味を、示しているかもしれ

ない。また、先行研究と同様に16,19）、Gritの性差も
確認された。Gritに及ぼす日常の活動性と性別の交
互作用はみられなかったことから、性別に関わらず、

大学生の高い Gritの保証に日常の活動性が関わる
ことが示唆された。

　どのような強度での運動が大学生の Gritに関連
するかについて、重回帰分析で解析したところ、男

性では高強度での運動量が Gritと関連する結果が
得られた（表 2）。この関連は、これまでにも報告
されており14-16）、他の非認知能力（共感性や自己効

力感）とも高強度での運動量と関連する可能性が示

されている5,25）。したがって、Gritを含めた非認知
能力の発達には、高強度運動が 1つの鍵となるかも
しれない。しかしながら、高強度での運動量を高め

ることで Gritが高まるのか、あるいは Gritが高い
ことで高強度での運動量が多くなっているのかとい

う点については未解決である。したがって、今後、

介入研究により高強度運動と Gritの関係をより詳
細に明らかにすることが、男性の Gritを高める運

表２　性別ごとの習慣的な運動量と Gritの関係

Predictor
Grit

β t p Adjusted R2

All subjects Gender －0.128 －2.587 0.010
（male and female） Age 0.009 0.190 0.849

Physical activity
Walking 0.011 0.203 0.839 0.037
Moderate intensity 0.074 1.381 0.168
Vigorous intensity 0.172 3.404 ＜0.001

Sitting time 0.014 0.292 0.770

Male Age 0.035 0.561 0.576
Physical activity

Walking －0.005 －0.066 0.947 0.029
Moderate intensity 0.021 0.275 0.784
Vigorous intensity 0.216 3.250 0.001

Sitting time 0.020 0.316 0.752

Female Age －0.041 －0.539 0.591
Physical activity

Walking 0.048 0.598 0.551
Moderate intensity 0.135 1.679 0.095 0.014
Vigorous intensity 0.117 1.506 0.134

Sitting time 0.007 0.093 0.926

All predictor variables were included in the multiple regression model (forced entry method). β: standardized beta.
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動・スポーツ活動の開発につながると考えられる。

　一方、女性では、Gritと有意に関連する運動強度
はみられなかった（表 2）。女性においても、日常
の活動性が高い Gritと関わりうることから（図 1）、
特定の強度が重要なのではなく、生活全体の活動性

が女性の Gritと関連する可能性が示唆された。本
研究では、被験者がどのような運動・スポーツ活動

を実施していたかを調査できていない。Gritを高め
る上で有効な活動の検討は発展途上であるため、今

後検討すべき課題だといえる。

　本研究の限界として、まず、運動強度の調査が被

験者の自己認識に依存していたこと挙げられる。

IPAQで収集、測定機器を用いて収集された運動強
度データを比較し、IPAQの妥当性を検討した研究
によると、IPAQを用いると高強度運動時間をより
多く報告、座位時間をより少なく報告するという、

実態とのズレの発生が示唆されている26）。運動強度

のデータをより正確に収集することが、Gritを高め
る運動・スポーツ活動を考える上で、今後必要とい

える。また、運動・スポーツ活動が Gritと関連す
る機構についても明らかにできていない。安静時の

腹側線条体と前頭前野の機能的連絡が、Gritの高低
に関連することから27）、これらが運動・スポーツ活

動効果の標的となるかもしれない。加えて本研究で

は、被験者がこれまでに受けた教育内容8）といった、

Gritに及ぼす身体活動以外の交絡因子の影響を考慮
できていない。被験者の特性をより詳細に調査する

ことも、今後必要である。

結　論

　本研究により、男女ともに習慣的な活動性が高い

学生が高い Gritを示すこと、男性では高強度での
運動量が Gritと関連する一方、女性では特定の強
度と Gritとの関連がないことが示唆された。本研
究は横断的な調査にとどまっているため、本研究の

結果を参考として、男女それぞれに応じた Gritに
資する運動・スポーツ活動の開発を進め、学業成績

やスポーツ・仕事上での成功につながり well-being
に貢献する可能性を探ることが求められる。
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